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いよいよ明日から夏休みです。４月から今まで、それぞれの学年・学級でめあてに向かって 

がんばる子どもたちの姿を見ることができました。子どもたちが元気に学校生活を過ごせている

のも、保護者の皆様・地域の皆様のおかげです。日頃からの教育活動へのご理解とご協力に改め

て感謝申し上げます。 

さて、雷山小学校の今年度の重点目標は「みんなが明日も行きたい！と思う学校づくり」です。

縦割り活動の充実や、子どもが主体的に学びに向かえる授業作りの工夫、安心して過ごせる学級経

営の推進等を通してその実現に向けて取り組んでまいりました。その成果と課題につきましては

夏休みを利用して、児童アンケートや保護者アンケートをはじめ、子どもたちの姿から検証・整理

した上で、夏休み以降の教育活動に反映していきたいと考えています。 

保護者アンケートには、改善要望のご意見や、本校職員へのねぎらいのお言葉や励ましの声を多

数いただきました。私たちにとって、子どもたちの成長や笑顔を見ることが、何よりの喜びです

が、保護者の皆様や地域の皆様から支えられていると実感するときも、大変うれしい瞬間です。 

保護者の皆様と職員が信頼し合い、連携を深めていくことが、お子様の成長を力強く支える礎とな

ります。前期後半も、これまで同様のご理解とご協力をお願いします。 

夏休み期間にかかわるお知らせとお願い 

凡事徹底「くつをそろえる」 

全学年において、タブレットを使う夏休みの課題が出されています。子どもたちには指導してい

ますが、保護者の皆様にもタブレット使用上の注意についてお知らせいたします。 

〇ＩＤやパスワードは他の人に知られないようにする。 

〇タブレット端末のセキュリティ機能の設定を許可なく変更しない。 

〇学習系クラウドにデータ保存できる場合は、そちらを利用することとし、 

端末にローカル保存は極力最小限とする。 

〇無断で外部ソフトをインストールしない。 

〇端末が動かない、勝手に操作されている、いつもと異なる画面や警告が表示されるなどの症状

が出た場合、すぐ学校まで連絡する。 

学習に使うための端末、が大前提となっています。夏休みの間、不適切な使用をしていないか

どうか、保護者の皆様に見守っていただけますとありがたいです。 

★ ＳＮＳやオンラインゲーム等によるトラブル未然防止のため、スマホ等を持たせているご家庭

におかれましては、保護者の責任の下でフィルタリングをかけたり、どのようなサイトを閲覧

し、誰とどんなやり取りをしているのか定期的にチェックしたり、トラブルの未然防止に努め

てください。よろしくお願いします。 

★ 水のレジャーが楽しみな夏休みですが、遊泳中の事故防止に万全の注意をお願いします。特に

子どもだけで川や海に行かないことについて、家庭でも重ねてご指導お願いします。雷山校区

には、いくつかの川があり大変危険です。絶対に子どもだけで行ってはいけない、ということ

を徹底できるよう、よろしくお願いします。 

★ 交通ルールを守ること＋自転車に乗るときの「ヘルメット着用」の呼びかけをお願いします。 

★ 大変暑い日が続く夏休みです。エアコンの適切な使用とともに、適度な運動やバランスの良い

食事など、体調管理をしっかりとして健康に過ごせるといいですね。 

★ 夏休み期間中や夏休み終了間際など、心身が不安定になるケースもあります。ご心配なことが

ありましたら、学校（323-0077）までお気軽にご相談ください。もし、学校に相談しにくい

ときは、公的な相談機関もありますので、そちらをご活用ください。様々な事案に対応した相

談窓口の一覧は、本日、コネクトサービスでお知らせしますので、ご確認をお願いします。 

★ 夏季休業中の電話対応は８：２５～１６：５５です。時間外は留守番電話対応になりますので

ご了承ください。 

★ 学校閉庁日は 8 月 1２日（火）～１５日（金）です。この期間は電話対応ができません。急な

案件等ありましたら、糸島市役所学校教育課（332-2097）へご連絡をお願いします。 

★ 事故やケガなく、素敵な夏休みになることを願っています！ 

タブレット使用上の留意点 

昨年度まで、中休みや昼休みが終わった後、昇降口には必ずと言っていいほど何足かの靴が散

らばっていました。思いっきり遊んだ後、ついつい靴を脱ぎ散らかしてしまうことがあったから

でしょう。雷山小学校で凡事徹底を推進している理由は、一つのことをしっかりとやり遂げ、そ

のことに心地よさや達成感を味わうことができれば、次の活動への意欲につながり、様々な波及

効果を生み出すと考えているためです。前期前半は全校のめあてを「くつをそろえる」と設定し、

全校で取り組んできました。担任からの言葉かけに対して、子どもたちは、「くつをそろえよう」

という意識を高め、行動に移すことができました。前期前半の４か月間、私は昇降口に散乱して 

いる靴を一足も見ることはありませんでした。子どもたちの自己評価に 

おいても、非常に高い達成率となり、みんながよくがんばってきたこと 

が分かります。本日オンラインで実施した「前期前半終わりの会」の中 

でも、子どもたちのがんばりをしっかりと褒めることができました。長 

い夏休み、ご家庭でも何か一つ取り組んでみてはいかがでしょうか。 

前期前半もありがとうございました 


